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私たちは、自然のうるおいの中で、人それぞれの希望に満ちた

くらしを支え、地域医療を推進します。
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（図１）右が患側。
アキレス腱の緊張が
認められない。矢印
が断裂部です。

（図２）左が患側。
ふくらはぎをつかんでも足関
節の低屈が認められない。

　
下
腿
後
面
に
は
腓
腹
筋
の
内
側
頭
お
よ
び
外
側

頭
、
ヒ
ラ
メ
筋
か
ら
な
る
大
き
な
筋
肉
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
下
腿
三
頭
筋
と
い
い
、
下
腿
三
頭
筋
の

腱
成
分
は
遠
位
で
融
合
し
て
ア
キ
レ
ス
腱
を
形
成

し
ま
す
。
ア
キ
レ
ス
腱
は
人
体
の
中
で
最
強
、
最

大
の
腱
で
お
よ
そ
　
〜
　
ｃ
ｍ
位
で
、
踵
骨
（
か

か
と
の
骨
‥
し
ょ
う
こ
つ
）
の
後
方
に
停
止
し
、

下
腿
三
頭
筋
の
収
縮
力
を
ア
キ
レ
ス
腱
が
踵
骨
に

伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
足
関
節
を
底
屈
（
つ
ま
先

立
ち
の
動
き
）
さ
せ
ま
す
。

好
発
年
齢
：
　
歳
以
上
の
中
年
に
多
く
、
30
歳
未

満
で
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
毎
日
行
っ
て
い
る
人
に

多
く
、
受
傷
は
春
先
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
率
に
前
駆
症
状
（
前
兆
）
が
あ
り
ま
す
。

　
〜
　
歳
で
は
月
に
１
〜
２
回
程
度
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
人
に
多
く
、
５

月
・
６
月
・
　
月
の
日
曜
・
祝
日
に
多
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
歳
以
上
で
は
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
起
こ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
（
階
段
を
踏
み
外
し
た
、
な
ど
）

受
傷
原
因
：
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
受
傷
が
ほ
と
ん
ど

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
な
ど
…
ラ
ケ
ッ
ト
競
技
に
多
い

男
女
比
：
男
性
が
多
い

高
齢
層
で
は
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
よ
る
受
傷
が
多
い

腱
の
変
性
：
加
齢
、
ア
キ
レ
ス
腱
周
囲
炎
、
ア
キ
レ

ス
腱
炎
な
ど
に
よ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
運
動
↓
体
重
の
　

倍
以
上
の
引
張
力

ス
ポ
ー
ツ
選
手
↓
過
大
ス
ト
レ
ス
が
反
復
性
に
か
か

る
（
腱
の
微
小
外
傷
蓄
積
）

受
傷
時
の
表
現
は
？

「
ア
キ
レ
ス
腱
部
を
後
ろ
か
ら
棒
で
た
た
か
れ
た
か

と
思
っ
た
」

「
後
か
ら
蹴
ら
れ
た
、
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
よ

う
な
衝
撃
を
感
じ
た
」

「
ポ
ン
と
い
う
音
を
聴
取
し
た
」

「
ブ
チ
ッ
と
い
う
切
れ
た
音
を
自
覚
し
た
」

「
あ
ま
り
強
い
痛
み
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」

「
足
が
つ
っ
た
」

な
ど
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す

自
覚
症
状
：
ア
キ
レ
ス
腱
部
痛
（
強
〜
弱
　
人
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
）

歩
　
　
行
：
可
能
（
で
あ
る
が
、
べ
た
足
歩
行
。
痛

み
で
歩
け
な
い
人
も
も
ち
ろ
ん
い
ま
す
）

関
節
運
動
：
可
能
（
下
腿
三
頭
筋
以
外
の
他
の
底
屈

筋
作
用
に
よ
り
可
能
で
す
）

階
段
昇
り
：
不
可
（
体
重
を
持
ち
上
げ
る
ほ
ど
の
力

は
他
の
底
屈
筋
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

つ
ま
先
立
ち
：
不
可
（
体
重
を
持
ち
上
げ
る
ほ
ど
の

力
は
他
の
底
屈
筋
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
局
所
所
見

断
裂
部
の
疼
痛
（
圧
痛
）

皮
下
出
血
（
受
傷
早
期
で
は
伴
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
）

触
診
す
る
と
陥
凹
を
触
れ
、
断
裂
部
位
を
同
定
可
能

ト
ン
プ
ソ
ン
・
テ
ス
ト
（S

i
m
m
o
n
d
s
 
T
h
o
m
p
s
o
n
 

s
q
u
e
e
z
i
n
g
 
t
e
s
t

）
陽
性
。

　
こ
の
検
査
は
患
者
を
腹
臥
位
に
し
、
膝
関
節
を
　

度
に
屈
曲
さ
せ
て
行
い
ま
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ
を
検
者

が
手
で
つ
か
む
と
、
正
常
の
場
合
は
下
腿
三
等
筋
が

牽
引
さ
れ
る
の
で
足
関
節
は
底
屈
し
ま
す
が
、
ア
キ

レ
ス
腱
断
裂
の
場
合
は
牽
引
が
伝
わ
ら
な
い
た
め
底

屈
し
ま
せ
ん
。
底
屈
し
な
い
も
の
が
陽
性
で
す
。

断裂部分

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

患側



診療科に対する曜日欄の記載は○=診療日、―　＝休診となります。

○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。

また、曜日欄に「日にち」の記載がある場合は、毎週ではなく診療日限定となります｡

予約制

― ― ―――

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
形成外科

13：00～14：30 13：30～○
（休診有）

予防接種

三種混合

B   C   G

接　種　日

10月7日（金）

10月28日（金）

受付時間

麻しん・風しん混合
10月14日（金） 13：20～

　14：00
13:30～

日本脳炎 10月21日（金）

接種時間

1期/2期/3期/4期

※各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案内」

　の最右「備考・休診日」欄でご確認ください。

予約方法は、3ページ上
「予約（変更）について」
をご参照ください。

―

―

― ― ― ――

― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ―

―

―

―

― ―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日整形外科
新患

脊椎

上肢

足

リウマチ

再診

予　約
（再診）

9：00～
（10：20～の
場合あり）

10：20～

一
般
外
来

専
門
外
来

○

○

○ ― ―○

―

―

○○

○

○

○

○ 8：00～11：00

9：00～11：00

8：00～11：00

8：00～11：00

8：00～10：00

9：00～

4日・18日

1日・15日

14日・28日

●
治
　
療

保
存
療
法

　
新
鮮
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
が
適
応
で
す
。

手
術
を
望
ま
な
い
患
者
、
手
術
に
よ
る
合

併
症
が
心
配
さ
れ
る
例
、
手
術
に
よ
る
傷

を
残
し
た
く
な
い
患
者
（
特
に
若
い
女
性
）

な
ど
が
適
応
と
な
り
ま
す
。
入
院
の
必
要

は
な
く
、
感
染
、
創
部
瘢
痕
な
ど
の
合
併

症
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
術
療
法

に
比
べ
る
と
若
干
再
断
裂
率
が
高
い
傾
向

を
認
め
、
後
療
法
も
長
期
間
を
要
し
ま
す
。

治
療
は
足
関
節
底
屈
位
で
の
ギ
プ
ス
固
定
、

短
下
肢
装
具
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
ギ

プ
ス
や
装
具
は
受
傷
後
約
２
カ
月
程
度
必

要
と
な
り
、
運
動
復
帰
は
半
年
を
目
安
と

し
ま
す
。

手
術
療
法

　
断
裂
部
を
直
視
下
に
確
認
し
縫
合
す
る

方
法
で
、
確
実
に
強
固
に
縫
合
で
き
る
の

で
保
存
療
法
に
比
べ
て
再
断
裂
は
少
な
く

後
療
法
も
早
期
か
ら
積
極
的
に
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
術
式
（
縫
合

法
）
が
存
在
し
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
の
術

後
治
療
は
ギ
プ
ス
固
定
が
２
週
間
で
そ
の

後
、
術
後
６
週
ま
で
短
下
肢
装
具
を
用
い

ま
す
。
荷
重
は
術
後
２
週
程
度
か
ら
始
め

る
報
告
が
多
い
で
す
。
運
動
復
帰
は
４
カ

月
を
目
安
と
し
ま
す
。
運
動
選
手
に
は
早

期
復
帰
、
再
断
裂
予
防
の
目
的
で
手
術
を

勧
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
は
外
来
診
療
で
比
較

的
遭
遇
す
る
こ
と
の
多
い
外
傷
の
ひ
と
つ

で
す
。
身
体
所
見
で
診
断
が
容
易
で
保
存

療
法
、
手
術
療
法
と
も
に
一
長
一
短
で
す

が
、
ど
ち
ら
の
治
療
成
績
も
良
好
で
す
。

年
齢
、
性
別
、
仕
事
、
運
動
レ
ベ
ル
な
ど

考
慮
し
て
、
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

ま
す
。

（
文
責
　
整
形
外
科
部
長
　
日
比
野
　
豊
）

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）



受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日の
　　　　　月～金曜日の午後２時～４時（歯科は、歯科の受付欄参照）
方　　 法：電話にて受付けます。

火曜日＝予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

8日・22日

8日・15日・
22日

22日7日・21日

内科
一般外来

内分泌糖尿病

循環器科

睡眠時無呼吸

神経内科

腎臓科

呼吸器科

8：00～

　　11：00

9：00～

9：00～

13：30～

10：15～

専
　
門
　
外
　
来

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ 備考参照 ○ ○

○

○

○

○○
（休診有）○ ○ ○ ○

― ― ― ―

― ―

― ―

―― ― ―

―

―

― （3ページ上の記事参照）

初診は予約が必要

予約制

○ ○ ○
（休診有）

○
○
（休診有）

○
（休診有）

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日和漢診療科

午　　　前

午　　　後

8：00～11：00 9：00～

13：00～14：30 13：30～

○ ○
（休診有）

○
○
（休診有）

○

―

5日・12日・
26日

電話予約可
― ― ―

―

―

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日歯科・小児歯科

一般外来

矯正

口腔外科

9：00～専
門
外
来

○ ○ ○○ ○ ○

○ ○○ ○ ○

― 8：30～12：30
13：30～17：15

月曜日=午前のみ

（3ページ上の記事参照）
予約制

― ― ― ― ―

―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日眼科
一般受付

予約制

8：00～11：00 9：00～

10：15～○ ○ ― ―○
（休診有）

○
（休診有）

休診=6日（木）

18日

24日

24日

（3ページ上の記事参照）

―

― ― ―

― ― ― ― ―

―

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日精神科
一般外来

メモリー
クリニック

脳ドック科

高次脳機能障害科

9：00～

13：30～

10：00～

13：30～専
門
外
来

○ ○ ○○
（休診有）

○ ―

― ― ― ― ―

10：30～―

―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日婦人科

午　　　前

午　　　後

8：00～11：00
9：15～

12：00～14：00 13：00～

○ ○ ○ ○ ○

○ ――――

9：00～

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日外　科
胃腸科
肛門科

8：00～11：00○○ ○ ○ ○ ○

○

― ― ― ― ―

―

― ―

― ―

―

―

― ―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日耳鼻咽喉科

皮膚科

泌尿器科

午　　前

午　　後

8：00～11：00 9：00～

8：00～11：00 9：00～

13：00～15：00 14：00～

○

○ ○

○

○
―――

― ―

― ―

27日

24日・31日
一般外来

専門外来

― ― ―

― ― ― ――

―

月 火 水 木 土 受　　　付 診　療 備考・休診日小児科
午前

午後

内分泌
糖尿病

8：00～11：00 9：00～

14：00～16：00

14：00～16：30

14：00～

○ ○ ○ ○ ○

―

金

○
（休診有）



大
和
病
院
の
ペ
ー
ジ

　
最
近
は
、
ど
こ
の
病
院
で
も
、「
理

念
」
や
「
基
本
方
針
」
を
前
面
に
掲

げ
、
医
療
に
対
す
る
考
え
や
目
標
を

お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
で

は
、
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

に
よ
る
地
域
医
療
の
推
進
」
を
理
念

に
、
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
ろ
う
」
、
「
予
防
と
治

療
と
福
祉
の
一
体
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
住
民
の
健
康
増
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
病
院
機
能
評
価
の
取
得
に

向
け
て
こ
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る

中
で
、
よ
り
現
状
に
即
し
た
も
の
に

変
え
よ
う
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
検

討
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
変
更
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

理
　
念

　
私
た
ち
は
、
自
然
の
う
る
お
い
の

な
か
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
満

ち
た
く
ら
し
を
支
え
、
地
域
医
療
を

推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針

１
市
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
医

　
療
を
提
供
し
ま
す
。

２
患
者
さ
ま
中
心
の
チ
ー
ム
医
療
を

　
推
進
し
ま
す
。

３
健
康
増
進
を
目
指
し
、
予
防
医
療

　
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

４
確
か
な
知
識
と
技
術
を
有
す
る
心

　
豊
か
な
医
療
人
を
育
成
し
ま
す
。

５
良
質
な
医
療
を
継
続
す
る
た
め
、

　
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
理
念
や

目
標
は
、
病
院
全
体
の
も
の
と
し
て
、

全
て
の
職
員
が
理
解
し
、
想
い
を
共

有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
違
う

方
向
を
向
い
て
い
た
り
勝
手
な
解
釈

を
し
た
り
し
て
い
た
の
で
は
、
と
う

て
い
質
の
高
い
医
療
は
提
供
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

　
同
時
に
、
分
か
り
に
く
い
と
い
わ

れ
て
い
る
医
療
の
仕
組
み
や
シ
ス
テ

ム
を
、
こ
の
紙
面
で
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
も
、
安
全
・
安

心
な
医
療
を
提
供
す
る
上
で
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
病
院
運
営
の

要
と
な
る
「
理
念
」
と
「
基
本
方
針
」

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
か
ら
は
、
「
私
た
ち
の

地
域
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
院
で

実
践
し
て
い
る
医
療
の
中
身
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
」
と
い
う
言
葉
の
明

確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
医
療
現
場
で
、
ど
ん
な
医
療

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、

基
本
方
針
の
説
明
や
、
具
体
的
な
事

例
を
挙
げ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
市
立
病
院
と
し
て
、
市

民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理

解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
方
か
ら
、
「
い
つ
で
も
面
会
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
な
ぜ
面
会
時
間
を
決
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

理
由
１
　
病
院
は
、
治
療
を
優
先
す
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
○
日
中
は
、
治
療
や
検
査
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
専
念
す
る
た
め
で
す
。

　
○
同
室
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
（
痛
み
・
発
熱
・
手
術
前
な
ど
）
の
方
が
お
り
、
安
静
時
間
を

　
　
必
要
と
す
る
た
め
で
す
。

理
由
２
　
手
術
前
の
方
や
身
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
た
方
の
感
染
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
○
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
持
ち
込
ま
な
い
た
め
で
す
。
（
た
と
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
な
　

　
　
ど
、
外
来
に
も
多
く
の
患
者
さ
ま
が
診
察
に
来
ら
れ
ま
す
）

　
○
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
、
持
ち
帰
ら
な
い
た
め
で
す
。
特
に
お
子
様
の
面
会
は
遠
慮
を
お
願
い

　
　
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
様
は
、
保
育
園
・
学
校
な
ど
で
集
団
感
染
し
て
い
た
り
、
潜
伏
期
で
無

　
　
症
状
の
こ
と
も
あ
り
、
感
染
の
確
率
が
高
い
た
め
で
す
。
ま
た
、
逆
に
病
院
で
感
染
し
な
い
よ

　
　
う
に
と
い
う
理
由
で
す
。

理
由
３
　
面
会
は
、
精
神
的
に
治
療
へ
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
○
精
神
的
な
励
み
や
、
不
安
解
消
に
大
切
で
す
。

　
○
入
院
中
の
必
要
物
品
の
補
充
や
、
看
護
師
等
と
の
情
報
交
換
の
た
め
に
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
面
会
時
間
を
決
め
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

面会時間


